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～安全とともに暮らしと経済のライフラインとして活躍します～

「Gマーク」ってなに？ ～安全性優良事業所に認定されたシンボルマークです～

このマーク、よく見るよね！ ～全国各地を走行しています～
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公益社団法人 全日本トラック協会では、平成15年7月から利用者が
より安全性の高い事業者を選びやすくするための環境整備を図る
ため、学識経験者等から構成される安全性評価委員会において、
事業者の安全性を評価し、認定し、公表する「安全性優良事業所」

（Ｇマーク）認定制度をスタートさせました。
平成25年3月末現在、全国で18,107事業所（全事業所の21.6%）
がＧマークに認定され、全事業用トラックの36.0%が走行して
います。

Ｇマークの概要と目的

認定事業所数および認定事業所の車両台数の推移
18,107事業所が認定されています（平成25年3月末現在）

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

25,000

20,000

15,000

10,000

5000

0

認定事業所の車両台数

認定事業所数

平成15年

2,030
（2.5%）

平成16年

4,632
（5.6％）

58,052
（4.3％）

131,652
（9.7％）

平成17年

6,669
（7.9％）

195,100
（14.1％）

平成18年

8,205
（9.6％）

243,299
（17.4％）

平成19年

9,712
（11.3％）

285,467
（20.3％）

平成20年

11,276
（12.9％）

324,464
（22.9％）

平成21年

13,136
（15.2％）

371,194
（26.7％）

平成22年

15,197
（18.1％）

426,614
（31.3％）

平成23年

17,115
（20.4％）

464,928
（34.2％）

平成24年

18,107
（21.6％）

488,606
（36.0％）
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Ｇマークの効果
Ｇマーク取得事業所は、未取得事業所に比べて、
事故の割合は半分以下になっています。
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23.6 平成23年（1～12月）中における
車両1万台あたりの件数を示す
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9.0

5.7
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乗務員に起因する事故発生件数（※1）事故発生件数 重傷事故以上（※2）の事故件数 死亡事故件数

Gの由来

「安全性優良事業所」認定のシンボルマーク
は、高評価を得た事業所にのみ与えられる
“安全性”の証です。
“G”の由来はGood「よい」、Glory「繁栄」
の頭文字「G」を取ったものです。

※1 乗務員に起因する事故とは、事故原因が「運転操作不良」と「健康状態」に該当する事故をいう。

※2 重傷事故とは、11日以上医師の治療を要する傷害等が発生した事故をいう（自動車損害賠償保障法施行令第5条第2号又は第3号）

資料 ：自動車事故報告規則に基づく平成23年（1月～12月）の事故報告書のデータを引用。
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　平成２３年度の国内貨物輸送量は約４９億

トンで、トラックはこの約９割を運び、このうち

営業用トラックが約６割を占めています。

　また、トラック運送事業の市場規模は１２兆

円を超え、物流市場全体の約６割を占めてい

ます。

　トラックは、ドアツードアの利便性と時間を

問わないフレキシブルなサービスを得意とし、

迅速さが求められるわが国の輸送ニーズによ

くマッチしています。

　このため、トラック輸送は暮らしと経済の

ライフラインとして、国民生活や産業活動に

不可欠な存在となっています。

暮らしに密接
な宅配便。
年間取扱個数
は約 35 億個
におよぶ

（平成 23 年度）
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●わが国の物流市場規模と構成●
　　（平成22 年度）

トラック運送事業 
12兆2,437 億円（57.1%）

21兆
4,379 億円

外航海運業 
4 兆3,296 億円

（20.2%）

倉庫業 
1 兆 5,194 億円

（7.1％）

港湾運送業
9,969 億円
（4.7％）

利用運送業
 （鉄道・外航・航空の合計）

1 兆 1,183 億円
（5.2％）

内航海運業
8,924 億円
（4.2％）

JR貨物 
1,353 億円
（0.6％）

その他 
2,023 億円
（0.9％）

資料：（社）日本物流団体連合会「数字で見る物流」
注 1：「その他」は航空貨物運送業、トラックターミナル業
注 2：倉庫業、内航海運業、港湾運送業は平成21年度のデータ

合計 4,899
（百万トン）

営業用トラック 
3,153

（64.4%）
自家用トラック 

1,344
（27.4%）

鉄道・
内航海運・
航空の合計
（8.2%）

内航海運
361

航空
1

鉄道
40

資料：国土交通省各種統計

●輸送機関別の輸送トン数と分担率●
（平成23 年度）
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